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(57)【要約】
　本発明は、
ａ）　ベース顔料としての次式（Ｉ）

で表されるベンズイミダゾロンジオキサジン化合物、及
び
ｂ）　顔料分散剤としての以下の一般式（ＩＶ）

［式中、Ｑは、次式（ＩＩＩ）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）　ベース顔料としての次式（Ｉ）
【化１】

で表されるベンズイミダゾロンジオキサジン化合物、及び
ｂ）　顔料分散剤としての以下の一般式（ＩＶ）
【化２】

［式中、Ｑは、次式（ＩＩＩ）

【化３】

で表される化合物のｍ価の残基を表し、ｍは、１～４の数を意味する］
で表されるジオキサジン化合物
とを含むことを特徴とする、顔料調合物。
【請求項２】
ｍが１～２の数であることを特徴とする、請求項１の顔料調合物。
【請求項３】
式（Ｉ）のベース顔料の重量を基準にして式（ＩＶ）の顔料分散剤を０．５～９９重量％
の割合で含む、請求項１または２の顔料調合物。
【請求項４】
式（Ｉ）のベース顔料の重量を基準にして式（ＩＶ）の顔料分散剤を２．５～５０重量％
の割合で含む、請求項１～３の一つまたはそれ以上の顔料調合物。
【請求項５】
２００ｎｍ未満のｄ95、かつ１００ｎｍ未満のｄ50、かつ８０ｎｍ未満のｄ25を特徴とす
る、請求項１～４の一つまたはそれ以上の顔料調合物。
【請求項６】
１００ｎｍ未満のｄ95、かつ５０ｎｍ未満のｄ50、かつ４５ｎｍ未満のｄ25を特徴とする
、請求項１～４の一つまたはそれ以上の顔料調合物。
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【請求項７】
界面活性剤、非顔料系分散剤、顔料系分散剤、フィラー、規定剤、樹脂、ワックス、消泡
剤、防塵剤、エクステンダー、帯電防止剤、調色用着色剤、防腐剤、乾燥遅延剤、レオロ
ジー制御剤、湿潤剤、酸化防止剤、殺生剤、ＵＶ吸収剤及び光安定化剤の群から選択され
る助剤または添加剤を（好ましくは顔料調合物の総重量を基準にして０．１～６０重量％
の量で）含む、請求項１～６の一つまたはそれ以上の顔料調合物。
【請求項８】
請求項１～７の一つまたはそれ以上の顔料調合物の製造方法であって、式（ＩＶ）の顔料
分散剤及び式（Ｉ）のベンズイミダゾロンジオキサジン化合物を互いに混合するか、また
はそれらの製造方法の任意の時点で互いに作用させることを特徴とする、前記方法。
【請求項９】
高分子量有機材料、カラーフィルター、電子写真用トナー及び現像剤、並びにｅ－インキ
の顔料着色のための、請求項１～７の一つまたはそれ以上の顔料調合物の使用。
【請求項１０】
高分子量有機材料が、プラスチック、塗料、ペイント、またはインキであることを特徴と
する、請求項９の使用。
【請求項１１】
メタリックペイントの顔料着色のための、請求項９または１０の使用。
【請求項１２】
請求項１～７の一つまたはそれ以上の顔料調合物を着色有効量で含む、高分子量有機材料
。
【請求項１３】
請求項１～７の一つまたはそれ以上の顔料調合物を着色有効量で含む、カラーフィルター
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベンズイミダゾロンジオキサジン顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー８０）に
基づく顔料調合物、及び置換されたピグメントバイオレット２３に基づく特殊な分散剤に
関する。本発明による顔料調合物は、ポリウレタンに基づく極性の高い水性塗料中に、並
びに固形物を高い含有率で有する低溶剤高固形分アクリル樹脂塗料中に使用することがで
きる。アルキドメラミン樹脂塗料、及びポリイソシアネートで架橋可能なアクリル樹脂に
基づく二成分系塗料の部類の塗料系も好適である。更に別の用途範囲は、自動車の分野に
おける効果塗料(Effektlack)、工業用の被覆剤、例えばカラーフィルタ、インクジェット
用インキ、電子写真用トナー及び現像剤、並びにｅ－インキである。
【０００２】
　顔料調合物は、ベースとなる顔料と顔料分散剤（すなわち特定の効果のある基で置換さ
れた顔料）との組み合わせである。応用媒体、特に塗料、印刷インキ及びカラーフィルタ
ー用の応用媒体中での分散を容易にし、そして顔料のレオロジー及びカラー特性を向上さ
せるために、顔料分散剤が顔料と混合される。高濃度で顔料が配合された着色剤濃厚物（
ミルベース）の粘度が低下し、そして顔料粒子の凝集が減少する。それによって、例えば
、色の強度（Farbstaerke）、透明性及び光沢を高めることができる。これは、特に、メ
タリックペイント及びカラーフィルターにおいて望まれる。
【０００３】
　カラーフィルターの場合は、赤、緑及び青の画素の光透過によってフルカラー画像が形
成される。“透過型”（または“非放射型”）カラーフィルターの他に、場合によっては
黄色、シアン及びマゼンタの画素も使用して機能し得る“反射型”カラーフィルターもあ
る。カラーフィルターは、ＡＭ（アクティブマトリックス）とＰＭ（パッシブパトリック
ス）ＬＣＤ（液晶ディスプレー）カラーフィルターに区別され、この際、ＴＦＴ（薄膜ト
ランジスタ）ＬＣＤカラーフィルターが特に重要である。
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【０００４】
　更に、カラーフィルターは、ＭＥＭＳ（ＤＭＤ）（＝微少電子機械システム、デジタル
マイクロミラーデバイス）、ｅ－ペーパー並びに更に別の適当なディスプレー技術におい
ても使用することができる。
【０００５】
　カラーフィルターディスプレーは、非常に様々な電子光学システム、例えばデスクトッ
プモニターのディスプレー、コンピューターのディスプレー、携帯用コンピューター（ラ
ップトップ、ポータブルコンピューター）のディスプレー、ＰＤＡ（携帯情報端末）、並
びに携帯電話、ビデオカメラ、ＧＰＳ（全地球測位システム）のモニター及びその他のモ
ニター、並びに一般的に液晶デバイス及び電荷結合素子、プラズマディスプレーまたは電
子発光ディスプレー及び他のディスプレーなどに使用されている。後の方で述べたディス
プレーは、例えば、アクティブ（捻れネマチック）またはパッシブ（超捻れネマチック）
強誘電ディスプレーや、例えば発光ダイオードであることができる。
【０００６】
　加えて、カラーフィルターは、慣用の陰極線テレビディスプレーを益々置き換えつつあ
るか、または一般的に、静止及び動画情報のための任意のサイズの表示板として使用する
ことができるフラットパネルディスプレーにも使用される。
【０００７】
　典型的なＬＣＤカラーフィルターの構造の概略は、次のように説明することができる：
　二つのガラスプレートの間に、液晶を有する薄い層を置く。上のガラスプレートは、一
連の他の機能性部品の他に、外側の表面上に対応する画素、すなわち赤、緑、青（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）の画素を有する。これらの画素はコントラストを高めるために黒で囲まれており、
Ｒ、Ｇ、Ｂ画素は、それらの外側は、適当な保護層によって環境からの影響、例えば引っ
掻き傷に対して保護される。下のガラスプレートは、更に別の機能性部品、中でも、個々
の画素の駆動に使用される部品、例えばＩＴＯ（インジウムスズオキサイド）及びＴＦＴ
（薄膜トランジスタ）を含む。
【０００８】
　下のガラスプレートを通して、適当な光（例えば、決まった波長を有する直線偏光光波
）を送ると、液晶を電子的な駆動によって“明”または“暗”（または任意の中間段階）
にセットすることができる。
【０００９】
　それに応じて、カラーフィルター画素に光が供給され、そしてＲ、Ｇ、Ｂに基づく対応
する動画もしくは静止カラー画像が人の目に写る。
【００１０】
　カラーフィルター材料においては、使用される着色剤に非常に特別な要求が課せられる
。
【００１１】
　満足しなければならない非常に重要な技術的パラメータとしては、次のものを挙げるこ
とができる。
－　高い熱安定性：　カラーフィルターの製造工程の間、塗布された個々の層は加熱され
るため、顔料調合物は、１時間までの間３００℃までの温度に耐えなければならない。
－　カラーフィルター系中での良好な分散性。
－　塗布された個々のカラーフィルター層の急で幅の狭い吸収帯域。
－　高いコントラスト。
－　カラーフィルター媒体中での良好で安定した粘度；　高すぎる粘度は、ガラス基板上
に液体を均一に分配することを妨げ、それによって画像の品質を劣化させる。
－　加工中に生態毒性の問題がないこと。
－　凝集しないこと。
－　塗布された（顔料着色された）カラーフィルターの出来るかぎり滑らかな（粗くない
）表面。
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－　耐酸性（例えば、エッチング処理のための耐酸性）。
－　溶剤堅牢性。
【００１２】
　公知の顔料及び顔料調合物は、技術的な要求の全てを常に満たすものではない。特に青
色顔料の場合に、色の強度、色相の鮮明さ、透明性、レオロジー及び光沢の改良について
の要望がある。
【００１３】
　本発明の目的は、特に自動車の構築における効果塗料、並びに工業用の塗料、カラーフ
ィルター、インクジェット用インキ、電子写真用のトナー及び現像剤並びにｅ－インキに
使用するための、赤みのある青色の色相を有する高透明性の着色剤を提供することであっ
た。
【００１４】
　驚くべきことに、上記の課題が、以下に記載の顔料調合物によって解決された。
【００１５】
　本発明の対象は、
ａ）ベース顔料としての、次式（Ｉ）で表されるベンズイミダゾロンジオキサジン化合物
、
【００１６】
【化１】

ｂ）顔料分散剤としての、以下の一般式（ＩＶ）
【００１７】

【化２】

［式中、Ｑは、次式（ＩＩＩ）で表される化合物のｍ価の残基を表し、
【００１８】

【化３】

ｍは、１～４、好ましくは１～３、特に１～２の数である］
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で表されるジオキサジン化合物、
を含むことを特徴とする、顔料調合物である。
【００１９】
　本発明の顔料調合物は、有利には、上記式（Ｉ）のベース顔料の重量を基準にして、上
記式（ＩＶ）の顔料分散剤を０．５～９９重量％、好ましくは１～７５重量％、特に２．
５～５０重量％、特に好ましくは５～３０重量％の割合で含む。
【００２０】
　上記式（Ｉ）の顔料はＣ．Ｉ．ピグメントブルー８０としても知られる（ドイツ特許出
願公開第44 42 291号明細書）。上記式（ＩＶ）の顔料は、欧州特許第0 504 923号明細書
からも知られている。
【００２１】
　また、本発明による顔料調合物の製造方法であって、上記式（ＩＶ）の顔料分散剤と上
記式（Ｉ）のベンズイミダゾロンジオキサジン化合物を互いに混合するか、またはそれら
の製造プロセス中の任意の時点で互いに作用させることを特徴とする前記製造法も本発明
の対象である。
【００２２】
　好ましくは、該顔料調合物は、乾燥した形、含湿の形または懸濁液として各成分を粉砕
することによって製造される。更に、顔料分散剤をベンズイミダゾロンジオキサジン顔料
に粉砕中に添加するか、または仕上げ処理の直前に添加するのが好ましい製造方法の一つ
である。
【００２３】
　第三の態様の製造方法は、粉末化する前に乾燥した形で混合することである。
【００２４】
　例えば、乾燥した各成分を、ペレットまたは粉末の形で、粉砕の前または後に混合する
か、一つの成分を、含湿のまたは乾燥した形で他の成分に加えることができる。例えば含
湿のプレスケーキの形で各成分を混合することができる。
【００２５】
　このような混合は、例えば、乾燥した形もしくは含湿の形で粉砕、例えば混練すること
によってか、あるいは懸濁液の形で粉砕することによって行うか、あるいはこれらの方法
の組み合わせによって行うことができる。粉砕は、水、溶剤、アルカリ液または粉砕助剤
、例えば塩を添加して行うことができる。特に好ましくは、７．０～１２．０のｐＨでの
ビーズ(bead)粉砕である。化学合成において通常粗大な結晶として生ずるベンズイミダゾ
ロンジオキサジン粗製顔料は、例えば乾式または湿式粉砕によって細化される。この際形
成される微結晶性ベンズイミダゾロンジオキサジンは、一般的に仕上げ処理と称される後
処理に付される。この処理は、例えば、水中及び／または溶剤中で、かつ大概の場合にお
いて、高められた温度、例えば２００℃までの温度、及び場合によっては高められた圧力
下に行われる。当然、顔料分散剤は、異なる時点で少しずつ加えることもできる。
【００２６】
　本発明による顔料調合物は、好ましくは水性のプレスケーキまたは含湿のペレットとし
て使用することができるが、これは、通常は、自由流動性で粉末状の固形の系であるか、
またはペレットである。
【００２７】
　含湿調合物の乾燥の際は、公知の乾燥装置、例えば乾燥箱、パドル－ホイールドライヤ
ー、タンブルドライヤー、コンタクトドライヤー、及び特にスピンフラッシュドライヤー
及びスプレードライヤーを使用することができる。適切な乾燥装置を選択することによっ
て、ダストの少ない自由流動性の粉末、またはペレットを製造することもできる。
【００２８】
　本発明による顔料調合物は、ベンズイミダゾロンジオキサジン顔料及び顔料分散剤の他
に、更に別の慣用の助剤または添加剤、例えば界面活性剤、非顔料系もしくは顔料系の分
散剤、フィラー、規定剤（Stellmittel）、樹脂、ワックス、消泡剤、防塵剤、エクステ



(7) JP 2008-542482 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

ンダー、耐電防止剤、色調用の着色剤、例えばＰ．Ｖ．２３、防腐剤、乾燥遅延剤、レオ
ロジー制御剤、湿潤剤、酸化防止剤、殺生剤、ＵＶ吸収剤及び光安定化剤を、顔料調合物
の総重量を基準にして、好ましくは０．１～６０重量％、特に０．５～３５重量％の量で
含むことができる。
【００２９】
　界面活性剤としては、陰イオン性もしくは陰イオン活性、陽イオン性もしくは陽イオン
活性、及び非イオン性または両性物質、あるいはこれらの剤の混合物などが挙げられる。
【００３０】
　陰イオン性活性物質としては、例えば脂肪酸タウリド、脂肪酸－Ｎ－メチルタウリド、
脂肪酸イセチオネート、アルキルフェニルスルホネート、例えばドデシルベンゼンスルホ
ン酸、アルキルナフタレンスルホネート、アルキルフェノールポリグリコールエーテルス
ルフェート、脂肪アルコールポリグリコールエーテルスルフェート、脂肪酸アミド－ポリ
グリコールエーテルスルフェート、アルキルスルホスクシナメート、アルケニルコハク酸
モノエステル、脂肪アルコールポリグリコール－エーテルスルホスクシネート、アルカン
スルホネート、脂肪酸グルタメート、アルキルスルホスクシネート、脂肪酸サルコシド；
　脂肪酸、例えばパルミチン酸、ステアリン酸及びオレイン酸；　これらのアニオン性物
質の塩、及び石鹸、例えば脂肪酸、ナフテン酸及び樹脂酸（例えばアビエチン酸）のアル
カリ塩、アルカリ可溶性樹脂、例えばコロホニウム変性マレエート樹脂、及び塩化シアヌ
ル、タウリン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルアミノ－プロピルアミン及びｐ－フェニレンジアミン
に基づく縮合生成物などが挙げられる。好ましいものは、塩化シアヌル、タウリン、Ｎ，
Ｎ'－ジエチルアミノプロピルアミン及びｐ－フェニルジアミンに基づく縮合生成物であ
る。
【００３１】
　陽イオン活性物質としては、例えば、第四級アンモニウム塩、脂肪アミンオキシアルキ
レート、ポリオキシアルキレンアミン、オキシアルキル化されたポリアミン、脂肪アミン
ポリグリコールエーテル、第一級、第二級もしくは第三級アミン、例えばアルキルアミン
、シクロアルキルアミンもしくは環状アルキルアミン、特に脂肪アミン、または脂肪アミ
ンもしくは脂肪アルコールから誘導されたジアミン及びポリアミン並びにこれらのオキシ
アルキレート、脂肪酸から誘導されたイミダゾリン、ポリアミノアミド化合物もしくはポ
リアミノ化合物１ｇ当たり１００～８００ｍｇＫＯＨのアミンインデックスを有するポリ
アミノアミド-もしくはポリアミノ化合物または-樹脂、及びこれらの陽イオン活性物質の
塩、例えば酢酸塩または塩化物などが挙げられる。
【００３２】
　非イオン性及び両性物質としては、例えば、脂肪アミンカルボキシグリシネート、アミ
ンオキシド、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、
ベタイン、例えば脂肪酸アミド－Ｎ－プロピル－ベタイン、脂肪族及び芳香族アルコール
のリン酸エステル、脂肪アルコールまたは脂肪アルコールポリグリコールエーテル、脂肪
酸アミドエトキシレート、脂肪アルコール－アルキレンオキシド－付加物、及びアルキル
フェノールポリグリコールエーテルなどが挙げられる。
【００３３】
　非顔料系分散剤とは、構造的に有機顔料に由来するものではない物質を意味する。これ
らは、顔料の製造の際に分散剤として既に加えられるか、あるいは、しばしば、着色すべ
き応用媒体中に顔料を配合する際、例えば対応する結合剤中に顔料を分散させることによ
る塗料または印刷インキの製造の際にも加えられる。これらは、ポリマー性物質、例えば
ポリオレフィン、ポリエステル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリイミン、ポリアクリレ
ート、ポリイソシアネート、これらのブロックコポリマー、対応するモノマーからなるコ
ポリマー、あるいは他の部類の若干のモノマーで変性された部類のポリマーであることが
できる。これらのポリマー性物質は、極性アンカー基、例えばヒドロキシ基、アミノ基、
イミノ基及びアンモニウム基、カルボン酸基及びカルボキシレート基、スルホン酸基及び
スルホネート基、またはホスホン酸基及びホスホネート基を有し、また、非顔料系の芳香
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族物質で変性することができる。更に、非顔料系の分散剤は、有機顔料から誘導されたも
のではなくかつ官能性基で化学的に変性された芳香族物質であることもできる。このよう
な非顔料系分散剤は当業者には既知であり、その一部は商業的に入手することができる（
例えば、Solsperse(R)、Avecia；　Disperbyk(R)、Byk-Chemie；　Efka(R)、Efka）。以
下に、幾つかの種のものを代表として挙げるが、原則的に、上記の任意の他の物質を使用
することができる：　例えば、イソシアネート及びアルコールからなる縮合生成物、ジオ
ールもしくはポリオール、アミノアルコールまたはジアミンもしくはポリアミン、ヒドロ
キシカルボン酸からなるポリマー、オレフィンモノマーもしくはビニルモノマー及びエチ
レン性不飽和カルボン酸－もしくはエステルからなるコポリマー、エチレン性不飽和モノ
マーのウレタン含有ポリマー、ウレタン変性ポリエステル、ハロゲン化シアヌルに基づく
縮合生成物、ニトロキシル化合物含有ポリマー、ポリエステルアミド、変性ポリアミド、
変性アクリルポリマー、ポリエステル及びアクリルポリマーからなる櫛状の構造を有する
分散剤、リン酸エステル、トリアジンから誘導されるポリマー、変性ポリエーテル、また
は非顔料系芳香族物質から誘導される分散剤。この際、これらの基本構造は、更に、例え
ば更に別の官能性基含有物質との化学反応や塩の形成によって、しばしば変性される。
【００３４】
　助剤として使用される非顔料系及び顔料系分散剤、界面活性剤または樹脂の陰イオン基
は、例えばＣａ、Ｍｇ、Ｂａ、Ｓｒ、ＭｎもしくはＡｌイオンまたは第四級アンモニウム
イオンによって、レーキ化することもできる。
【００３５】
　フィラーまたはエクステンダーは、ＤＩＮ５５９４３及びＤＩＮ ＥＮ９７１－１に従
う多数の物質、例えばタルク、カオリン、マイカ、ドイロマイト、ライム、硫酸バリウム
または二酸化チタンの様々な種類を意味する。この際、特に、乾燥した顔料調合物の粉末
化の前に添加することが特に好適であることが判明した。
【００３６】
　更に、本発明による顔料調合物を、高分子量有機材料、例えばプラスチック、樹脂、塗
料、粉末塗料、ペイント、エレクトレット材料、印刷インキ及び種の顔料着色に、特に効
果塗料、自動車用塗料、工業用塗料、カラーフィルター、インクジェット用インキ、電子
写真用トナー及び現像剤、並びにｅ－インキに使用することも、本発明の対象である。
【００３７】
　本発明の顔料調合物で顔料着色することができる高分子量有機材料は、例えば、セルロ
ース化合物、例えばセルロースエーテル及びセルロースエステル、例えばエチルセルロー
ス、ニトロセルロース、セルロースアセテートまたはセルロースブチレート、天然由来の
結着剤、例えば脂肪酸、脂肪油、樹脂及びこれらの転化生成物、または合成樹脂、例えば
重縮合物、重付加物、重合体及び共重合体、例えばアミノプラスト、特に尿素ホルムアル
デヒド樹脂及びメラミンホルムアルデヒド樹脂、アルキド樹脂、アクリル樹脂、フェノプ
ラスト及びフェノール樹脂、例えばノボラックまたはレゾール、尿素樹脂、ポリビニル類
、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルアセタール、ポリビニルアセテートまたはポ
リビニルエーテル、ポリカーボネート、ポリオレフィン、例えばポリスチレン、ポリビニ
ルクロライド、ポリエチレンまたはポリプロピレン、ポリ（メタ）アクリレート及びこれ
らの共重合体、例えばポリアクリル酸エステルまたはポリアクリルニトリル、ポリアミド
、ポリエステル、ポリウレタン、クマロンインデン樹脂及び炭化水素樹脂、エポキシド樹
脂、様々な硬化機序を有する不飽和合成樹脂（ポリエステル、アクリレート）、ワックス
、アルデヒド樹脂及びケトン樹脂、ゴム(Gummi)、弾性ゴム（Kautschuk）及びこれらの誘
導体及びラテックス、カゼイン、シリコーン及びシリコーン樹脂の個々のものまたは混合
物である。この際、上記の高分子量有機化合物が、塑性材料もしくは溶融物として、ある
いは紡糸液、分散物、塗料、ペイントまたは印刷インキのどの形で存在するかは重要では
ない。使用目的に応じて、本発明の顔料調合物をブレンドとしてかまたは調剤もしくは分
散物の形で使用することが有利であることが判明した。
【００３８】
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　それゆえ、本発明の対象は、本発明の顔料調合物を着色有効量で含む高分子量有機材料
でもある。
【００３９】
　顔料着色すべき高分子量有機材料を基準として、本発明の顔料調合物は、一般的に０．
０１～３０重量％、好ましくは０．１～１５重量％の量で使用される。
【００４０】
　本発明の顔料調合物の赤味のある青色の色相は、赤－緑－青（Ｒ，Ｇ，Ｂ）のカラーフ
ィルター用のカラーセットに非常に適している。これらの三種の色は、各々独立した画素
として並んで配置され、そして後ろから透過されてフルカラー画像を形成する。赤色の画
素のための典型的な着色剤は、ピロロピロール顔料、キナクリドン顔料及びアゾ顔料、例
えばP.R. 254、P.R. 209、P.R.175及びP.O. 38の個々のものまたは混合物である。緑色の
画素のためには、典型的には、フタロシアニン着色剤、例えばP.G.36及びP.G.7が使用さ
れる。必要ならば、調色のために更に別の着色剤を各々の画素に混合することができる。
赤色及び緑色の色相のためには、好ましくは、黄色、例えばＰ．Ｙ．１３８、１３９、１
５０、１５１、１８０及び２１３と混合される。
【００４１】
　本発明の顔料調合物は、優れた色及びレオロジーの性質、特に高い凝集安定性、容易な
分散性、良好なレオロジー、高い色強度、透明性及び飽和度（彩度）を特徴とする。これ
は、多くの応用媒体中において、簡単に且つ高い微細度まで分散可能である。また、他の
性質、例えば光沢、耐にじみ性、溶剤堅牢性、酸堅牢性、耐光性及び耐候性、及び色相の
鮮明さなども非常に良好である。更に、本発明による顔料調合物を用いることにより、カ
ラーフィルターに使用する際に求められる赤味のある青の範囲の色相を達成することがで
きる。この際、これらは、高いコントラストを保証し、そしてカラーフィルターに使用す
る際に課せられるその他の要求、例えば高い温度安定性、または急で狭い吸収帯域も満た
す。これらは、高い純度及び低いイオン含有率で製造することができる。
【００４２】
　カラーフィルターの製造は、慣用の方法に従い行うことができる。例えば、本発明によ
る顔料調合物を、水性もしくは非水性系（これは、更に別の成分、例えば結合材を含んで
いても良い）中に分散させる。結合材は、熱可塑性、熱硬化性または感光性であることが
できる。熱可塑性及び熱硬化性結合材の例には、アクリレート、アクリルエステル、ポリ
イミド、ポリビニルアルコール、エポキシド、ポリエステル、メラミン類、ゼラチン類、
カゼイン類などが含まれる。感光性結合材は、それ自体公知である。こうして調製された
カラーフィルターペーストは、２．５～８０重量％の濃度で顔料調合物を含む。
【００４３】
　これらの分散物（カラーフィルターペースト）は、次いで、スピンコート法または適当
な慣用の印刷法（例えば、フレキソ印刷、オフセット印刷、スクリーン印刷、凹板印刷及
びスタンプ印刷）または非接触型の印刷法（例えばインクジェット）によって、カラーフ
ィルターの支持材料、典型的にはガラスプレート上に塗布することができる。
【００４４】
　画素は、熱昇華、熱転写、電着または他の適当な塗工法によっても形成することもでき
る。
【００４５】
　塗工されたカラーフィルターフィルム中での本発明による顔料調合物の典型的な使用濃
度は、カラーフィルターフィルムの総重量を基準にして、５～９５重量％、好ましくは２
０～８０重量％、非常に特に好ましくは４０～６０重量％である。
【００４６】
　最もよく使用される方法はスピンコート法である。この際、適当なフォトレジスト系に
おいて、画素、例えばＲ、Ｇ、Ｂが順に塗布される。
【００４７】
　塗布されたフォトレジスト層は、着色層の個々の画素だけが後に残るように、例えば放
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射線で露光し、次いで現像する。
【００４８】
　次いで、これらの方法が、最後に同じ大きさのＲ、Ｇ、Ｂ画素またはＹ、Ｍ、Ｃ画素（
ピクセル）が並んで配列されるように更に別の色について繰り返される。
【００４９】
　殆どの塗布法、例えばフォトリソグラフィ（フォトレジスト技術）には、溶剤、好まし
くは有機溶剤が必要成分の一つである。原則的に、全ての極性または非極性有機溶剤が適
しており、これは、塗布法に依存して、更に別の性質、例えば水との相溶性または非相溶
性、温度安定性、または安全及び生態毒性の面での性質を満たさなければならない。
【００５０】
　慣用の溶剤は、エチルセロソルブアセテート、ジエチレングリコールアルキルエーテル
（例えば、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエ
ーテル）、プロピレングリコール－アルキルエーテルアセテート（例えば、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート）、エチレングリコールアルキル－エーテルアセ
テート（例えば、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート）、Ｎ－メチルピロ
リドン、ケトン（例えば、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン及びシクロペンタノン
）、アルコール、芳香族炭化水素、エステル（例えば、エチル－３－エトキシプロピオネ
ート）、環状エステルである。これらの溶剤は、個々にまたは互いに組み合わせて使用す
ることができる。
【００５１】
　本発明による顔料調合物は、電子写真用トナー及び現像剤、例えば一成分もしくは二成
分系粉末トナー（一成分もしくは二成分系現像剤とも称される）、磁気トナー、液体トナ
ー、ラテックストナー、重合トナー及び特殊トナー中の着色剤としても適している。トナ
ー粒子は、化粧料や医薬品の用途に、例えばタブレットのコーティングにも使用すること
ができる。典型的なトナー結合材は、重合樹脂、重付加樹脂及び重縮合樹脂、例えばスチ
レン樹脂、スチレンアクリレート樹脂、スチレンブタジエン樹脂、アクリレート樹脂、ポ
リエステル樹脂、フェノール－エポキシド樹脂、ポリスルホン、ポリウレタンの個々のも
のまたはこれらの組み合わせ、並びにポリエチレン及びポリプロピレンであり、これらは
、更に別の成分、例えば荷電制御剤、ワックスまたは流動性向上剤を含むことができるか
、またはこれらの添加剤によって後から変性することができる。
【００５２】
　電子写真用トナーまたは現像剤は、慣用のトナー結合材と、それぞれトナーまたは現像
剤の総重量を基準にして、本発明による顔料調合物を０．１～８０重量％、好ましくは１
～４０重量％、特に好ましくは３～２０重量％の割合で、及び荷電制御剤を０～２０重量
％、好ましくは０．１～５重量％の割合で含む。この際、前記荷電制御剤は、トリフェニ
ルメタン類、アンモニウム－及びインモニウム化合物；　フッ素化アンモニウム－及びイ
ンモニウム化合物；　ビスカチオン性酸アミド；　ポリマー性アンモニウム化合物；　ジ
アリルアンモニウム化合物、アリールスルフィド－誘導体、フェノール誘導体、ホスホニ
ウム化合物、及びフッ素化ホスホニウム化合物；　カリックス（ｎ）アレーン；　シクロ
デキストリン類；　ポリエステル塩；　金属錯体化合物；　シクロオリゴサッカライド－
ホウ素錯体、インターポリエレクトライト錯体；　ベンズイミダゾロン類；　アジン類、
トリアジン類及びオキサジン類の部類から選択されるものである。
【００５３】
　電子写真用トナーは、更にワックスも含むことができる。更に、ワックスは、予備分散
された濃厚物としても使用することができ、この際、この濃厚物（マスターバッチ）は多
成分であることができ、成分は、例えば、本発明による着色剤、樹脂、荷電制御剤及びこ
れらの組み合わせである。
【００５４】
　更に、本発明の顔料調合物は、水性もしくは非水性のインクジェット用インキ、マイク
ロエマルションインキ、並びにホットメルト法に従い機能するインキ中の着色剤としても
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適している。
【００５５】
　インクジェット用インキは、本発明の顔料調合物を合計で、一般的には０．５～２５重
量％、好ましくは１．５～８重量％（乾質基準）の割合で含む。
【００５６】
　マイクロエマルションインキは、有機溶剤、水、場合によっては及び追加のハイドロト
ロープ物質（インターフェースメディケータ）に基づく。マイクロエマルションインキは
、本発明の顔料調合物を一般的には０．５～１５重量％、好ましくは１．５～８重量％、
水を５～９９重量％、及び有機溶剤及び／またはハイドロトロープ化合物を０．５～９４
．５重量％の量で含む。
【００５７】
　“溶剤系”インクジェット用インキは、好ましくは、本発明の顔料調合物を０．５～１
５重量％、有機溶剤及び／またはハイドロトロープ化合物を８５～９９．５重量％の量で
含む。
【００５８】
　ホットメルトインキは、通常、室温では固体でありそして加熱すると液状になるワック
ス、脂肪酸、脂肪アルコールまたはスルホンアミドに基づくものであり、この際、好まし
い融点範囲は約６０℃～約１４０℃である。ホットメルトインクジェット用インキは、例
えば、ワックス２０～９０重量％及び本発明の顔料調合物１～１０重量％から本質的にな
る。更に、追加のポリマー（“着色剤溶解剤”として）０～２０重量％、分散助剤０～５
重量％、粘度調整剤０～２０重量％、可塑剤０～２０重量％、粘着性付与剤０～１０重量
％、透明性安定剤（例えばワックスの結晶化を防ぐもの）０～１０重量％、及び酸化防止
剤０～２重量％が含まれ得る。
【００５９】
　更に、本発明の顔料調合物は、電子インキ（“エレクトロニックインキ”または“ｅ－
インキ”）または“エレクトロニックペーパー”（“ｅ－ペーパー”）のための着色剤と
しても好適である。
【００６０】
　今日の自動車用塗料の多くは、所謂、効果塗料である。その効果は、小板状の金属もし
くは鉱物性顔料によって達成され、そして見る角度に依存する明るさまたは色の印象を特
徴とする。このような“効果顔料”との組み合わせには、金属効果の邪魔にならない有機
顔料を選択することが有意義である。それ故、この目的に第一に適したものは、光を僅か
にしか散乱しない透明顔料である。有機顔料の透明性が高いほど、塗膜中の効果顔料の角
度依存効果が顕著になる。金属性のパステル調の色相の人気が益々大きくなり、また強吸
光性の顔料、例えばカーボンブラック、青、紫及び緑は同様に金属効果を弱めるので、こ
れらは低濃度で使用されることが多い。それゆえ金属効果に色の面で貢献するためには、
低濃度でさえも優れた耐候性を示し及び十分に高い色強度を有する有機顔料が好ましい。
有機顔料に対するこの要求、すなわち低い使用濃度における高い耐候性と同時の高い色強
度は、適当な顔料の選択を強く制限し、これは、実際には、効果の強さまたはパステル調
の色相の処方に関しての妥協を余儀なくする。本発明による青色の顔料調合物は、ほぼ理
想的に上記の要求の全てを満たす。これは、透明であり、極めて色が強く、それにも係わ
らず、非常に低い濃度において高耐候性である。
【００６１】
　本発明の顔料調合物の粒度分布は非常に幅が狭く、これは、カラーフィルターでの適性
にとって重要な基準の一つである。粒度分布の幅の狭さの目安の一つは、特有量のｄ25、
ｄ50及びｄ95であり、これらは、できるだけ互いに近い値であるべきである。本発明にお
いては、２００ｎｍ未満のｄ95、特に１００ｎｍ未満のｄ95、１００ｎｍ未満のｄ50、特
に５０ｎｍ未満のｄ50、及び８０ｎｍ未満のｄ25、特に４５ｎｍ未満のｄ25を有する顔料
調合物が好ましい。
【００６２】
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　特に狭い幅の粒度分布、例えば６０ｎｍ未満のｄ95及び３０ｎｍ未満のｄ25を有する粒
度分布を達成するためには、ビーズミルでの上記の湿式粉砕を、それの上流の粉砕と組み
合わせることができる。この上流の粉砕は、好ましくは乾式粉砕、例えば振動ミル（Schw
ingmuehle）での粉砕である。
【００６３】
　本発明による青色顔料調合物は、単独で、または適当な有機もしくは無機顔料との組み
合わせ、または染料と組み合わせて使用することができ、特に分散物（カラーフィルター
ペースト）中に混合物として使用することができる。該顔料調合物は、１重量％～４９重
量％の量で加えることができる調色剤として、例えばピグメントブルー１５の調色におい
て使用されるか、あるいは主成分として使用される。
【００６４】
　有機顔料としては、原則的に全てのモノアゾ顔料、ジスアゾ顔料、レーキ化アゾ顔料、
β－ナフトール顔料、ナフトールＡＳ顔料、ベンズイミダゾロン顔料、ジスアゾ縮合顔料
、アゾ金属錯体顔料及び多環式顔料、例えばフタロシアニン顔料、キナクリドン顔料、ペ
リレン顔料、ペリノン顔料、チオインディゴ顔料、アントラトロン顔料、アントラキノン
顔料、フラバントロン、インダントロン顔料、イソビオラントロン顔料、ピラントロン顔
料、ジオキサジン顔料、キノフタロン顔料、イソインドリノン顔料、イソインドリン顔料
及びジケトピロロピロール顔料またはカーボンブラックなどが挙げられる。特に、表面が
化学的な方法、例えばスルホン化もしくはジアゾ化によって変性され及び表面に（場合に
よっては電荷を有する）官能基や、またはポリマー鎖が供された表面変性顔料（英文の文
献では“self-dispersing"または"graft pigments”（自己分散性またはグラフト顔料）
とも称される）も好適である。
【００６５】
　好適な無機顔料は、例えば二酸化チタン類、硫化亜鉛類、酸化鉄類、酸化クロム類、ウ
ルトラマリン、ニッケル-またはクロムアンチモンチタン酸化物類、酸化コバルト類及び
バナジウム酸ビスマス類である。
【００６６】
　有機染料としては、好ましくは、溶剤可溶性の染料、例えば溶剤染料及び脂肪染料、並
びに酸性染料、直接染料、硫黄染料及びこれらのロイコ型、金属錯体染料または反応性染
料などが挙げられ、この際、反応性染料の場合には、求核剤と反応させた染料も使用する
ことができる。
【００６７】
　この際、特に好ましい有機顔料の例示的な選択としては、カーボンブラック顔料、例え
ばガスブラックまたはファーネスブラック；　モノアゾ顔料及びジスアゾ顔料、特に各種
カラーインデックス顔料の単独または組み合わせ、例えばピグメントレッド2、ピグメン
トレッド3、ピグメントレッド4、ピグメントレッド5、ピグメントレッド9、ピグメントレ
ッド12、ピグメントレッド14、ピグメントレッド38、ピグメントレッド48:2、ピグメント
レッド48:3、ピグメントレッド48:4、ピグメントレッド53:1、ピグメントレッド57:1、ピ
グメントレッド112、ピグメントレッド122、ピグメントレッド144、ピグメントレッド146
、ピグメントレッド147、ピグメントレッド149、ピグメントレッド168、ピグメントレッ
ド169、ピグメントレッド170、ピグメントレッド175、ピグメントレッド176、ピグメント
レッド177、ピグメントレッド179、ピグメントレッド181、ピグメントレッド184、ピグメ
ントレッド185、ピグメントレッド187、ピグメントレッド188、ピグメントレッド207、ピ
グメントレッド208、ピグメントレッド209、ピグメントレッド210、ピグメントレッド214
、ピグメントレッド242、ピグメントレッド247、ピグメントレッド253、ピグメントレッ
ド254、ピグメントレッド256、ピグメントレッド257、ピグメントレッド262、ピグメント
レッド263、ピグメントレッド266、ピグメントレッド269、ピグメントレッド274、ピグメ
ントバイオレット19またはピグメントバイオレット37、ピグメントイエロー1、ピグメン
トイエロー3、ピグメントイエロー12、ピグメントイエロー13、ピグメントイエロー14、
ピグメントイエロー16、ピグメントイエロー17、ピグメントイエロー73、ピグメントイエ
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ロー74、ピグメントイエロー81、ピグメントイエロー83、ピグメントイエロー87、ピグメ
ントイエロー97、ピグメントイエロー111、ピグメントイエロー120、ピグメントイエロー
126、ピグメントイエロー127、ピグメントイエロー128、ピグメントイエロー139、ピグメ
ントイエロー151、ピグメントイエロー154、ピグメントイエロー155、ピグメントイエロ
ー173、ピグメントイエロー174、ピグメントイエロー175、ピグメントイエロー176、ピグ
メントイエロー180、ピグメントイエロー181、ピグメントイエロー191、ピグメントイエ
ロー194、ピグメントイエロー196、ピグメントイエロー213、ピグメントイエロー214;　
ピグメントオレンジ5、ピグメントオレンジ13、ピグメントオレンジ34、ピグメントオレ
ンジ36、ピグメントオレンジ38、ピグメントオレンジ43、ピグメントオレンジ62、ピグメ
ントオレンジ68、ピグメントオレンジ70、ピグメントオレンジ72またはピグメントオレン
ジ74; ピグメントグリーン7またはピグメントグリーン36、ピグメントブルー15、ピグメ
ントブルー15:1、ピグメントブルー15:2、ピグメントブルー15:3、ピグメントブルー15:4
、ピグメントブルー15:6、ピグメントブルー16、ピグメントブルー56、ピグメントブルー
60またはピグメントブルー61が挙げられる。
【００６８】
　好ましくは、本発明による顔料調合物は、緑色、青色及び赤色の顔料の調色に使用され
る。特に好ましいものは、本発明の顔料調合物と、C.I.ピグメントブルー15:6及び／また
はC.I.ピグメントバイオレット23との組み合わせである。
【００６９】
　本発明による顔料調合物は、透明性が高く、低濃度でさえも優れた耐候性を有し、そし
て十分に高い色強度を有する。
【００７０】
　溶剤に基づく水不含の塗料系における塗料の分野での顔料の性質の評価のために、多数
の公知の塗料から、中油アルキド樹脂及びブタノールでエーテル化したメラミン樹脂に基
づくアルキド－メラミン樹脂塗料（ＡＭ）、及び非水性懸濁物に基づく高固形分アクリル
樹脂焼き付け塗料（ＨＳＳ）、並びに高極性水性ポリウレタン塗料（ＷＢＬ）を選択した
。
【００７１】
　色特性の測定は、ＤＩＮ５５９８６に従い行った。分散後のミルベースのレオロジー（
ミルベースレオロジー）は、以下の五段階の評点に基づき視覚評価した。
５．　希液状
４．　液状
３．　濃厚液状
２．　若干凝結
１．　凝結
　粘度の測定は、エリクセン社のロスマンビスコスパチュラタイプ３０１を用いて、ミル
ベースを最終顔料濃度に希釈した後に行った。
【００７２】
　以下の実施例では、部は重量部を意味する。
【実施例】
【００７３】
　比較例Ａ：
　攪拌した容器中で、４００部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）を４リットルの水中
に仕込む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍのジルコニウム混合酸化物ビーズ２
２００部が粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Drais
werke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リット
ル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、２０分間の滞留時間及び２０℃の温度で粉
砕する。この粉砕懸濁液２００部に、１４３部のイソブタノールを加える、沸騰温度で数
時間攪拌した後、前記のアルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、
プレスケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．０部の顔料が得られる。この顔
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料調合物を、ピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料で試験す
ると、非常に濁りが強く、色が非常に弱い塗装を与える。この着色料(Lackfarbe)のレオ
ロジーは５に格付けされる。
【００７４】
　比較例Ｂ：
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、５２部の顔料分
散剤（特開2005-049636A，化合物A-48）及び２０部の１０％濃度のＮａＯＨを全部一緒に
４リットルの水中に仕込む。この懸濁液を、直径０．３～０．４ｍｍの２２００部のジル
コニウム混合酸化物ビーズを粉砕媒体として充填したDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（
製造業者：　Draiswerke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及
び粉砕空間１リットル当たり２．０ｋＷの比出力密度でこれを運転して、１５分間の滞留
時間及び２０～５０℃の温度で粉砕する。この粉砕懸濁液１５０部に、１２４部のイソブ
タノールを加える。沸騰温度で数時間攪拌した後、前記のアルコールを水蒸気蒸留によっ
て除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを洗浄しそして８０℃で乾燥する。１４．
６部の顔料調合物が得られる。この顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が
得られ、これは、ＨＳＳ塗料中でベタ塗りで試験すると、極めて隠蔽力の強い塗装を与え
る。
【００７５】
　例１
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び５２部の顔料
分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）を４リットルの水中に仕込む。この懸濁液を、直径０．３～０
．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビーズを粉砕媒体として充填したDrais 
DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Draiswerke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．
８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して
、１５分間の滞留時間及び２０～５０℃の温度で粉砕する。この粉砕懸濁液２００部に、
１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪拌した後、上記のアルコールを
水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを洗浄し、そして８０℃
で乾燥する。１７．４部の顔料調合物が得られる。この顔料調合物をピンミルで粉砕する
。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試験すると、非常に鮮明で色の強い塗
装を与える。この着色料のレオロジーは５と格付けされる。
【００７６】
　例２
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、５２部の顔料分
散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）及び２７０部の１０％濃度ＮａＯＨを全部一緒に４リットルの水
中に仕込む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合
酸化物ビーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：
　Draiswerke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間
１リットル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、１５分間の滞留時間及び２０～５
０℃の温度で粉砕する。
【００７７】
　この粉砕懸濁液２００部に、１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度下に数時間
攪拌した後、上記のアルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレ
スケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．４部の顔料調合物が得られる。この
顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＨＳＳ塗料中で試
験すると、非常に鮮明でかつ色が強く、更にベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料
のレオロジーは４と格付けされる。
【００７８】
　例３
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、５２部の顔料分
散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）、２０部の市販の変性ポリアクリレート、及び３００部の１０％
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濃度ＮａＯＨを全部一緒に４リットルの水中に仕込む。この懸濁液を、直径０．３～０．
４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビーズが粉砕媒体として充填されたDrais 
DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Draiswerke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．
８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して
、１５分間の滞留時間及び２０～５０℃の温度で粉砕する。
【００７９】
　この粉砕懸濁液２００部に、１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度下に数時間
攪拌した後、上記のアルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレ
スケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．６部の顔料調合物が得られる。この
顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＨＳＳ塗料中で試
験すると、非常に鮮明でかつ色が強く、更にベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料
のレオロジーは４と格付けされる。
【００８０】
　例４
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、５２部の顔料分
散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）、３６部の市販のポリアクリレート－ブロックポリマー、及び３
３０部の１０％濃度ＮａＯＨを全部一緒に４リットルの水中に仕込む。この懸濁液を、直
径０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビーズが粉砕媒体として充
填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：　Draiswerke GmbH, Mannheim）中
で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル当たり２．０ｋＷの比出
力密度で運転して、１５分間の滞留時間及び２０～５０℃の温度で粉砕する。
【００８１】
　この粉砕懸濁液２００部に、１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪
拌した後、前記アルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケ
ーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．２部の顔料調合物が得られる。この顔料
調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＨＳＳ塗料中で試験す
ると、非常に鮮明で、色が強く、かつベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料のレオ
ロジーは４と各付けされる。
【００８２】
　一次粒子の粒度分布の検査は、次の特有量を与える：　ｄ25＝４４ｎｍ、ｄ50＝５６ｎ
ｍ、ｄ75＝７０ｎｍ、ｄ95＝１０１ｎｍ；　長さ：幅比＝１．６９：１。
【００８３】
　例５
　攪拌された容器中で、３５２部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、４６部の顔料分
散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）、３２部の市販のポリアクリレート、１２部の市販の変性ポリジ
メチルシロキサン、及び２６８部の１０％濃度ＮａＯＨを全部一緒に４リットルの水中に
仕込む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化
物ビーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Drais
werke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リット
ル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、１５分間の滞留時間及び２０～５０℃の温
度で粉砕する。
【００８４】
　この粉砕懸濁液２００部に１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪拌
した後、前記アルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケー
キを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．４部の顔料調合物が得られる。この顔料調
合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これをＷＢＬ塗料中で試験すると
、非常に鮮明で、色が強く、かつベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料のレオロジ
ーは４と格付けされる。
【００８５】
　例６
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　攪拌された容器中で、３５４部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）、４６部の顔料分
散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）、３２部の市販のポリアクリレート、１２部の市販の変性ポリジ
メチルシロキサン、及び７０部の１０％濃度ＮａＯＨを４リットルの水中に仕込む。この
懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビーズが粉
砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Draiswerke GmbH, 
Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル当たり２．
０ｋＷの比出力密度で運転して、１５分間の滞留時間及び２０～５０℃の温度で粉砕する
。
【００８６】
　粉砕懸濁液２００部に、塩化シアヌル、タウリン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルアミノプロピル
アミン及びｐ－フェニレンジアミンに基づく縮合生成物０．９部、及びイソブタノール１
４３部を加える。沸騰温度下に数時間攪拌した後、前記アルコールを水蒸気蒸留によって
除去し、蟻酸でｐＨを４に調節し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを洗浄し、そして
８０℃で乾燥する。１８．３部の顔料調合物が得られる。この顔料調合物をピンミルで粉
砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＷＢＬ塗料中で試験すると、非常に鮮明で、
色が強く、かつベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料のレオロジーは３と格付けさ
れる。
【００８７】
　一次粒子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：　ｄ25＝４２ｎｍ、ｄ50＝５３ｎｍ
、ｄ75＝６７ｎｍ、ｄ95＝８８ｎｍ；　長さ：幅比＝１．６５：１。
【００８８】
　例７
　１６ｇの無水塩化ナトリウム及び粉砕媒体としての１４００部のシルペッブ（Cylpeb）
（コランダム製，直径１２ｍｍ、製造業者：Gross GmbH, Hof）が充填された円筒状の１
Ｌプラスチック製容器中に、２７部の粗結晶性粗製顔料（ピグメントブルー８０）を導入
する。ここで、この混合物を振動ミル（Vibratom(R)　製造業者：Siebtechnik Muehlheim
）で振動させながら、１分間当たり１４００回の回転数及び４ｍｍの振動径（Schwingkre
is）で８時間微粉砕する。その後、得られたミルベースから粉砕媒体を篩で除去する。３
９部のミルベースが得られる。
【００８９】
　このミルベース３５部に、３５０部のイソブタノール及び２．１部の顔料分散剤（ＩＶ
）（ｍ＝１）を加える。沸騰温度下に数時間攪拌した後、前記のアルコールを水蒸気蒸留
によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する
。２２．７部の顔料調合物が得られる。この顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性
の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試験すると、程々に色の強い塗装を与える。この
着色料のレオロジーは５と格付けされる。
【００９０】
　例８
　１４００部のシルペッブ（コランダム製，１２ｍｍの直径、製造業者：GrossGmbH, Hof
）が粉砕媒体として充填された円筒状の１リットルプラスチック製容器中に、２７部の粗
結晶性粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び３部の顔料分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）を導
入する。ここでこの混合物を、振動ミル（Vibratom(R) 製造業者: Siebtechnik Muehlhei
m）で振動させながら、１分間当たり１４００回の回転数及び４ｍｍの振動径で８時間微
粉砕する。その後、得られたミルベースから粉砕媒体を篩で除去する。２９部のミルベー
スが得られる。
【００９１】
　このミルベース４０．５部に、３５０部のイソブタノールを加える。沸騰温度下に数時
間攪拌した後、上記のアルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プ
レスケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。２７．４部の顔料調合物が得られる。こ
の顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試
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験すると、色の強い塗装を与える。この着色料のレオロジーは５と格付けされる。一次粒
子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：ｄ25＝１９ｎｍ、ｄ50＝２４ｍｍ、ｄ75＝３
１ｎｍ、ｄ95＝４３ｎｍ；　長さ：幅比＝１．６３：１。
【００９２】
　例９
　粉砕媒体として直径１０ｍｍの１７６７０部の鋼製ビーズを５５体積％まで充填したプ
ラスチック製容器中に、２１０部の粗製顔料及び１０５０ｇの無水硫酸ナトリウムを入れ
る。これを、ローラーテーブル（Rolltisch）上で臨界回転数の７５％の回転数で４８時
間粉砕する。次いで、ミルベースから、粉砕媒体を篩で除去し、水中でスラリー化し、吸
引濾過し、硫酸塩が不含となるように水で洗浄し、そして８０℃で乾燥する。２０７．４
部のミルベースが得られる。
【００９３】
　例１０
　例９のミルベース５４部に、２００部のイソブタノール及び２部の顔料分散剤（ＩＶ）
（ｍ＝１）を加える。沸騰温度で数時間攪拌した後、上記アルコールを水蒸気蒸留で除去
し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。２１．２部
の顔料調合物が得られる。この顔料調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得ら
れ、これは、ＡＭ塗料中で試験すると、色の強い塗装を与える。この着色料のレオロジー
は５と格付けされる。
【００９４】
　例１１
　１４００部のシルペッブ（コランダム製，直径１２ｍｍ，製造業者：GrossGmbH, Hof）
が粉砕媒体として充填された円筒状の１リットルプラスチック製容器中に、２７部の粗結
晶性粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び３部の顔料分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）を導入
する。ここで、この混合物を、振動ミル（Vibratom(R) 製造業者: Siebtechnik Muehlhei
m）で振動させながら、１分間当たり１４００回の回転数及び４ｍｍの振動径で８時間微
粉砕する。その後、得られたミルベースから、粉砕媒体を篩で除去する。２９部のミルベ
ースが得られる。
【００９５】
　攪拌された容器中で、上記の振動粉砕から得られた予備顔料４００部、市販のポリアク
リレートブロックポリマー３６部、及び１０％濃度のＮａＯＨ ３３０部を全て一緒に４
リットルの水中に仕込む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジル
コニウム混合酸化物ビーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル
（製造業者：　Draiswerke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度
及び粉砕空間１リットル当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、１５分間の滞留時間
及び２０～５０℃の温度で粉砕する。
【００９６】
　この粉砕懸濁液２００部に、１４３部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪
拌した後、前記のアルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレス
ケーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１７．２部の顔料調合物が得られる。この顔
料調合物をピンミルで粉砕する。
【００９７】
　高結晶性の粉末が得られ、これは、ＨＳＳ塗料中で試験すると、非常に鮮明で、色が強
く、かつベタ塗りで透明な塗装を与える。この着色料のレオロジーは、５と格付けされる
。
【００９８】
　一次粒子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：ｄ25＝２３ｎｍ、ｄ50＝２７ｎｍ、
ｄ75＝３３ｎｍ、ｄ95＝４７ｎｍ；　長さ：幅比＝２．１４：１。
【００９９】
　例１２
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　４５０部の塩化ナトリウム、７５部の粗結晶性粗製顔料（ピグメントブルー８０）、８
．３部の顔料分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）、及び１１０ｍｌのジエチレングリコールを、８
時間、８０℃で混練する。この混練材料を、２５００部の５％濃度塩酸水溶液中で２時間
、４０℃で攪拌し、得られた懸濁液を吸引濾過し、プレスケーキを塩が不含となるように
洗浄し、そして乾燥する。８２．３部の顔料調合物が得られる。
【０１００】
　この着色料のレオロジーは４～５と格付けされる。
【０１０１】
　一次粒子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：ｄ25＝４４ｎｍ、ｄ50＝５６ｎｍ、
ｄ75＝６９ｎｍ、ｄ95＝９３ｎｍ；　長さ：幅比＝１．７８：１。
【０１０２】
　例１３
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び５２部の顔料
分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）及び３３８部の１０％濃度ＮａＯＨを、４リットルの水中に仕
込む。この懸濁液を、直径０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビ
ーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：　Draiswe
rke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル
当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、２０分間の滞留時間及び２０℃の温度で粉砕
する。
【０１０３】
　この粉砕懸濁液２７６部に、２５３部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪
拌した後、上記アルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケ
ーキを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。２５．８部の顔料調合物が得られる。この顔料
調合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試験する
と、非常に鮮明で、色が強い塗装を与える。この着色料のレオロジーは３～４と格付けさ
れる。一次粒子の粒度分布の検査は、次の特有量を与える：ｄ25＝４８ｎｍ、ｄ50＝７１
ｎｍ、ｄ75＝１０９ｎｍ、ｄ95＝１５８ｎｍ；　長さ：幅比＝１．５８：１。
【０１０４】
　例１４
　攪拌された容器中で、２８０部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び１２０部の顔
料分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）及び６６６部の１０％濃度ＮａＯＨを４リットルの水中に仕
込む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物
ビーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Draiswe
rke GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル
当たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、２０分間の滞留時間及び２０℃の温度で粉砕
する。
【０１０５】
　この粉砕懸濁液２５４部に２０９部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪拌
した後、上記アルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケー
キを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。１９．７部の顔料調合物が得られる。この顔料調
合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試験すると
、非常に鮮明で色が強い塗装を与える。この着色料のレオロジーは４と格付けされる。一
次粒子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：　ｄ25＝２６ｎｍ、ｄ50＝３２ｎｍ、ｄ

75＝４２ｎｍ、ｄ95＝５８ｎｍ；　長さ：幅比＝１．９３：１。
【０１０６】
　例１５
　攪拌された容器中で、３４８部の粗製顔料（ピグメントブルー８０）及び５２部の顔料
分散剤（ＩＶ）（ｍ＝１）及び３８１部の１０％濃度ＮａＯＨを４リットルの水中に仕込
む。この懸濁液を、直径が０．３～０．４ｍｍの２２００部のジルコニウム混合酸化物ビ
ーズが粉砕媒体として充填されたDrais DCP SF 12攪拌ボールミル（製造業者：Draiswerk
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e GmbH, Mannheim）中で、これを１１．８ｍ／ｓの攪拌周速度及び粉砕空間１リットル当
たり２．０ｋＷの比出力密度で運転して、２０分間の滞留時間及び６５℃の温度で粉砕す
る。
【０１０７】
　この粉砕懸濁液２４４部に２０７部のイソブタノールを加える。沸騰温度で数時間攪拌
した後、上記アルコールを水蒸気蒸留によって除去し、懸濁液を吸引濾過し、プレスケー
キを洗浄し、そして８０℃で乾燥する。２２．８部の顔料調合物が得られる。この顔料調
合物をピンミルで粉砕する。高結晶性の粉末が得られ、これは、ＡＭ塗料中で試験すると
、非常に鮮明で色の強い塗装を与える。この着色料のレオロジーは３～４と格付けされる
。一次粒子の粒度分布の検査は次の特有量を与える：ｄ25＝３５ｎｍ、ｄ50＝４６ｎｍ、
ｄ75＝６０ｎｍ、ｄ95＝１０３ｎｍ；　長さ：幅比＝１．８３：１。
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【要約の続き】
で表される化合物のｍ価の残基を表し、ｍは、１～４の数を意味する］
で表されるジオキサジン化合物
とを含むことを特徴とする、顔料調合物に関する。
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